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第７節　　　図　画　工　作

第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考え方
⑴　図画工作科の目標を押さえる（解P９～16）
　 　目標の実現に当たっては、⑴知識及び技能　⑵思考力、判断力、表現力等　⑶学びに向かう
力、人間性等を相互に関連させながら資質・能力の育成を図る。⑴、⑵、⑶は、別々に分けて育
成したり、順序性をもって育成したりするものではない。
⑵　内容の構成を把握し、育成すべき資質・能力を押さえる（解P20～25）
　　図画工作科の内容は、「Ａ表現」、「Ｂ鑑賞」及び〔共通事項〕で、次のように構成されている。

２　指導計画作成の一般的な手順
 ⑴ 　図画工作科の指導の目標を設定する
　 　学習指導要領及び本編成要領を踏まえ、各学校の教育目標や重点、施設設備や行事、児童の
興味や関心、技能などの実態、地域の特色などを考慮して、具体的に設定する。
⑵　各学年の指導の目標を設定する
　 　各学校が設定する各学年の指導の目標は、学習指導要領の教科並びに各学年の目標を受け当
該年度の児童の実態を考慮して具体的に設定
する。
⑶　各学年の指導内容を検討する
　 　学習指導要領に示す内容構成に照らし、設
定した各学年の目標に応じた指導内容を検討
する。また、〔共通事項〕のアの指導（解
P114～116）、材料や用具について（解 P117
～120）検討する。
⑷　題材を検討する
　 　採択された教科書の題材を研究し、各学年の指導内容にふさわしい題材を検討する。
⑸　題材ごとの時間数を想定して、年間指導計画を作成する（解P106～108）
　 　題材の配列を基に年間の指導計画を作成する。計画の作成に当たっては、『独立した「鑑賞」』
『「工作」と「絵や立体」に配当する時数をおよそ等しくすること』について考慮する。
⑹　題材ごとの指導計画を作成する
　 　年間指導計画を基に、児童の実態を踏まえ、造形的なよさや美しさ、特性をつかみ、指導の内
容や評価の観点を整理し焦点化して、題材ごとの指導計画を作成する。
　※ 　〔共通事項〕は、それだけを題材にしたり、どの時間でも〔共通事項〕を教えてから授業を始
めたりするなどの硬直的な指導にならないよう配慮して指導計画に位置付ける。（解P33・34）

⑺　指導計画を評価し、改善する
　　年間指導計画は実践を基に検討し、問題点を明らかにして改善していく。 

内容の構成と三つの柱の関係
　「A表現」⑴【発想や構想に関する項目】
　　→　ア　造形遊び、イ　絵や立体、工作　を通して育成する「思考力、判断力、表現力等」
　「A表現」⑵【技能に関する項目】
　　→　ア　造形遊び、イ　絵や立体、工作　を通して育成する「技能」
　「B鑑賞」⑴【鑑賞に関する項目】
　　→　ア　鑑賞　　　　　　　　　　　　　を通して育成する「思考力、判断力、表現力等」
　〔共通事項〕⑴
　　→　ア　「A表現」「B鑑賞」　　　　　　を通して育成する「知識」
　　→　イ　「A表現」「B鑑賞」　　　　　　を通して育成する「思考力、判断力、表現力等」

・〔共通事項〕のアの指導の配慮事項（知識として捉える内容）
　　低学年　いろいろな形や色、触った感じなど
　　中学年　 形・色の感じ、それらの組合せによる感じ、色の

明るさなど
　　高学年　動き、奥行き、バランス、色の鮮やかさなど
・材料や用具の取扱い（該当学年で扱う内容に従前と変更なし）
　　低学年　 土、粘土、木、紙、クレヨン、パス、はさみ、の

り、簡単な小刀類など身近で扱いやすいもの
　　中学年　 木切れ、板材、釘、水彩絵の具、小刀、使いやす

いのこぎり、金づちなど
　　高学年　針金、糸のこぎりなど
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３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項
⑴　「特別な配慮を必要とするなどの課題を抱えた児童への指導」の視点（解P110・111）
　 　変化を見分けたり、微妙な違いを感じ取ったりすることが難しい場合は、造形的な特徴を理解し、
技能を習得するように、児童の経験や実態を考慮して、特徴が分かりやすいものを例示したり、多
様な材料や用具を用意したり、種類や数を絞ったりするなどの配慮をする。形や色などの特徴を捉
えることや、自分のイメージをもつことが難しい場合は、形や色などに気付くことや自分のイメージ
をもつことのきっかけを得られるように、自分や友人の感じたことや考えたことを言葉にする場を設
定するなどの配慮をする。
⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点（解P104～106）
　 　児童一人一人が「造形的な見方・考え方」を働かせ、表現及び鑑賞に関する資質・能力を相互に
関連させた学習が充実するようにすることが大切である。「造形的な見方・考え方」とは、感性や想
像力を働かせ、対象や事象を、形や色などの造形的な視点で捉え、自分のイメージをもちながら意味
や価値をつくりだすことである。「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けては、「知識及び技能」、
「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」を相互に関連させながら資質・能力
の育成を図る必要がある。その上で、自分の成長やよさ、可能性などに気付き、次の学習につなげら
れるようにすること、「この形や色でいいか」、「自分の表したいことは表せているか」などの自分との
対話を大切にしつつ、互いの活動や作品を見合いながら考えたことを伝え合ったり感じたことや思っ
たことを話したりするなどの言語活動を一層充実すること、育成を目指す資質・能力を明確にし、つ
くり、つくりかえ、つくるという学習過程を重視することなどが大切である。
⑶　「教科等横断的」な視点（解P4・121・122）
　 　他の教科等との関連を図るなどして、学習の基盤となる資質・能力（言語能力など）や現代的な
諸課題に対応して求められる資質・能力を育むためのカリキュラム・マネジメントに努める。図画工
作科においては、特に〔共通事項〕を視点に、感じたことや思ったこと、考えたことなどを、話した
り聞いたり話し合ったりする、言葉で整理するなどの言語活動の充実を図る。
⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点（解P121）
　 　児童の鑑賞の充実の観点から、児童や学校の実態に応じて、地域の美術館や博物館など親しみの
ある美術作品や生活の中の造形などを展示している地域や場所を利用したり、連携を図ったりする。
利用においては、鑑賞を通して「思考力、判断力、表現力等」を育成する目的で行うようにするととも
に、児童一人一人が能動的な鑑賞ができるように配慮する。また、施設が提供する教材や教育プログ
ラムを活用する、学芸員などの専門的な経験や知識を生かして授業をするなど、多様な取組を考える。
⑸　「道徳教育の充実」の視点（解P111・112）
　 　教師の態度や行動による感化とともに、図画工作科と道徳教育との関連を明確に意識しながら、
適切な指導を行う必要がある。図画工作科の年間指導計画の作成などに際しては、道徳教育の全体
計画との関連、指導の内容及び時期等に配慮し、両者が相互に効果を高め合うようにすることが大
切である。 
⑹　「共同してつくりだす活動」の視点（解P108）
　 　「Ａ表現」の指導において、児童が友人と共に活動することを楽しむ傾向を生かし、適宜共同し
て製作する内容を取り入れる。共同して活動することは、様々な発想や構想、アイデア、表し方など
があることに互いに気付き、表現や鑑賞を高め合うことにつながる。活動を設定する場合には、児童
の実態を考慮するとともに、児童一人一人の発想や構想や技能などが友人との交流によって一層働
くようにすることが大切である。
⑺　「低学年における他教科等や幼児教育との関連」の視点（解P109・110）
　 　育成を目指す資質・能力を明らかにした上で、例えば、題材を選択する時期と他教科等の関連的
な単元等の時期を合わせる、図画工作科の時間につくったものを他教科等の時間に活用する、他教
科等における自然や社会などの経験を造形的な発想に生かすことなどが考えられる。
⑻　「事故防止と学習環境の整備を図る」視点（解P124･125）
　 　基本的な材料や用具は繰り返して体験できるように工夫し、その扱い方が確実に身に付くようにす
るとともに、鋭い刃物や電動式の用具などの管理に十分注意をはらうことが大切である。また、学校
は児童の楽しいアイディアや工夫が見られる造形的な空間であることが望ましい。そこで、校内の適
切な場所に作品を展示するなどして、それらを鑑賞できるように配慮することも大切である。
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第２　指導計画作成のための資料

１　指導内容の系統表
〔幼稚園教育要領（表現）〕
　 　感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して、豊かな感性や表現する力を養い、創造性を豊かにする。

〔第１学年及び第２学年〕　※目標（解P35）　※思、判、表等…思考力、判断力、表現力等の略
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〔第３学年及び４学年〕　　　※目標（解P58）
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〔第５学年及び６学年〕　　　※目標（解P81）
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〔中学校第1学年〕　　※中解美…中学校学習指導要領解説美術編の略
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２　内容別題材配当表例

【第１学年】
（総授業数　68時間）

      

    
 

 
 

  

    
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
  

 

  
 

 
 

  
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 

 
 

  
 

 
 

  

   
 

  
 

 

 
 

  
 

    

   
 

  
 

 

 
 

  

 

 
 

 
 

 

※このページ以降の（絵）（立）（工）という表記は、その題材の主たる活動を示す。
※◎印は、適宜共同してつくりだす活動を取り上げるようにした題材を示す。
※ 時間の「２～４」という表記は、児童や学級の実態に応じてその時間の範囲を弾力的に扱うこ
とを表す。
※ 主な材料・用具覧の下線は、当該学年（低・中・高学年の2学年間）で扱うべき材料または用具
を示す。
※ 〔共通事項〕は題材ごとにア、イを指導するが、本誌では主たる例としていずれか一方を示す。
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　【第２学年】（総授業数　70時間）
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【第３学年】（総授業数　60時間）
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【第４学年】（総授業数　60時間）
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【第５学年】（総授業数　50時間）
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【第６学年】（総授業数　50時間）

３　題材及び１単位時間の指導計画作成の留意事項  


